
いちごドリルプリント

中部地方 名前

問1 日本の都道府県別の工業統計において、製造品出荷額が全国で最も多く、その内訳として「輸送用機械」が53.5パーセントと、全体の過半数を
占めている県はどこですか。 （2019年 鳥取県公立入試 類似）

1. 千葉県 2. 北海道 3. 愛知県 4. 静岡県

問2 中部地方の各県における伝統的な地場産業について述べた説明として、最も適切なものを選択してください。 （2022年 和歌山県公立入試 類似）

1. 福井県では、会津盆地から伝わっ
た技術を用いた漆器である「会津塗
」が、県内最大の地場産業となって
いる。

2. 石川県の金沢市周辺では、京都の
伝統工芸である「西陣織」の最大級
の生産拠点が形成されている。

3. 石川県では、輪島市を中心に、漆
を塗り重ねて作られる漆器である「
輪島塗」の生産が受け継がれている
。

4. 新潟県では、岩手県から伝来した
「南部鉄器」の技法を応用した、伝
統的な金属工芸品の生産が盛んであ
る。

問3 静岡県の牧之原などの台地で、古くから稲作ではなく茶の栽培が大規模に行われてきた理由として、地形的・土壌的な特徴から説明したものと
して最も適切なものはどれですか。 （2022年 大分県公立入試 類似）

1. 台地は水はけが良すぎて稲作には
不向きだが、茶のような樹木作物の
栽培には適しているため

2. 台地は標高が高く冷涼な気候であ
るため、害虫の被害を受けにくい茶
の栽培が選ばれたため

3. 台地は平坦で水を引き込みやすい
ため、大量の水を必要とする茶の加
工に適していたため

4. 台地は火山灰が厚く堆積した栄養
分に乏しい土地であり、肥料を必要
としない茶が選ばれたため

問4 中部地方の内陸部、岐阜県に位置する白川郷では、急傾斜の茅葺き屋根を特徴とする「合掌造り」の家屋が見られます。この地域でこのような
独特の建築様式が発達した理由として、自然環境の面から説明した次の文のうち、最も適切なものはどれですか。 （2020年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 山間部で土地が狭いため、屋根を
高くすることで居住スペースを垂直
方向に広げるため

2. 冬の積雪が非常に多いため、雪の
重みで屋根が崩れるのを防ぎ、雪下
ろしの作業を軽減するため

3. 夏季の高温多湿な気候において、
屋根裏の通気性を高めて室内の温度
上昇を抑えるため

4. 台風の通り道にあたるため、激し
い風雨に耐えられるよう屋根の面積
を広げて安定させるため

問5 中部地方の農業について、東海地方で盛んに行われている農業の特色と、その代表的な生産地である半島名の組み合わせとして最も適切なもの
はどれですか。 （2019年 鳥取県公立入試 類似）

1. 房総半島における施設園芸農業 2. 能登半島における果樹栽培と酪農 3. 渥美半島における施設園芸農業 4. 渥美半島における米の二期作

問6 石川県の能登地方で生産され、下地に「地の粉（じのこ）」と呼ばれる土を混ぜることで丈夫な塗膜を作る、北陸地方を代表する漆器の名称を
選択してください。 （2022年 和歌山県公立入試 類似）

1. 輪島塗 2. 会津塗 3. 西陣織 4. 南部鉄器

問7 静岡県東部の富士市周辺で、富士山麓から得られる豊かな水資源を背景に発達し、現在でも日本の出荷額で上位を占める工業分野として、正し
いものを次のうちから選びなさい。 （2019年 千葉県公立入試 類似）

1. 紙・パルプ（製紙業） 2. 石油化学工業 3. 自動車工業 4. 鉄鋼業

問8 北陸新幹線を利用して福井駅から長野方面へ向かう際、列車が停車する主な駅の順序を西から東へ順に並べたものとして正しいものはどれです
か。 （2024年 福井県公立入試 類似）

1. 金沢、加賀温泉、あわら温泉、富
山、長野

2. あわら温泉、加賀温泉、富山、金
沢、長野

3. あわら温泉、加賀温泉、金沢、富
山、長野

4. あわら温泉、加賀温泉、金沢、長
野、富山

問9 富山県を含む北陸地方では、かつてアルミニウム工業が盛んに発達しました。アルミニウムの製錬には極めて大量の電力を必要とすることを踏
まえ、この地域に産業が集積した理由として最も適切な説明を選びなさい。 （2023年 富山県公立入試 類似）

1. 急流河川を利用した水力発電によ
って、安価で豊富な電力が得られた
ため

2. 広大な平野部を利用して大規模な
太陽光発電が行われ、電力を自給で
きたため

3. 北陸新幹線の開通により、製品を
消費地である首都圏へ高速輸送でき
るようになったため

4. 大規模な火力発電所が建設され、
海外から輸入した石炭を安く利用で
きたため

問10 フォッサマグナの西側に位置する赤石山脈周辺の地域では、その自然環境を活かした産業が営まれています。この地域の地形や気候の特色と、
そこで発達した産業の組み合わせとして、最も適切な説明を選びなさい。 （2015年 佐賀県公立入試 類似）

1. 火山灰が積もった広大な台地が広
がっているため、水はけの良さを活
かした畑作が盛んである。

2. 標高が高く険しい一方で降水量が
多いことから、豊富な森林資源を利
用した林業が盛んである。

3. 冬の積雪が非常に多く平地が限ら
れているため、寒冷な気候に強い米
作りが盛んである。

4. なだらかな傾斜地が多く夏でも涼
しいため、大消費地向けの乳牛の飼
育が盛んである。

問11 日本の農業において、長野県などの高冷地で生産が盛んな「レタス」の生産・流通に関する記述として正しいものはどれですか。 （2018年

千葉県公立入試 類似）

1. 夏の涼しい気候を利用した抑制栽
培により、他の産地の出荷が減る時
期に市場へ供給される。

2. 冬の温暖な気候を利用した促成栽
培により、暖房費用を抑えて冬から
春に出荷される。

3. 大消費地である東京に隣接してい
るため、トラックによる短時間の輸
送で鮮度を保って出荷される。

4. 水はけの良い火山灰地が広がって
いるため、夏でも乾燥に強い品種と
して生産されている。

問12 岐阜県などの林業が盛んな地域では、人工林の管理において、立木の一部を伐採して樹木の間隔を広げる作業が行われます。日光が地面に届く
ようにすることで、残された木を健全で大きな木に育てるために行われるこの作業の名称として正しいものを選びなさい。 （2017年 鹿児島県公立入試

類似）

1. 下刈り 2. 間伐 3. 皆伐 4. 植林

問13 中部地方の中核である愛知県では、昼間人口が夜間人口を上回るという統計的特徴が見られます。このような現象が起こる背景として、最も適
切な説明はどれですか。 （2019年 山口県公立入試 類似）

1. 広大な土地を利用した大規模な農
業が盛んであり、多くの外国人労働
者が居住しているため。

2. 県内の住宅地開発が進み、夜間に
県外から帰宅する人々が多いため。

3. 第1次産業から第2次産業への転換
が遅れ、農村部から都市部への人口
移動が停滞しているため

4. 周辺の県から愛知県内にある企業
や学校へ通勤・通学する流入人口が
多いため。


